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●
行
政
経
営
品
質
向
上

•
町
民
の
視
点
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
●
行
政
経
営
資
源
の
最
適
化
と

低
コ
ス
ト
化

•
限
ら
れ
た
財
源
で
の
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

●
施
策
の
見
直
し
と
プ
ロ
セ
ス
の

改
善

•
個
々
の
事
務
事
業
の
廃
止
、
縮
小
、

統
合
を
視
野
に
入
れ
た
現
場
自
発

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善

●
町
民
、
企
業
、
行
政
に
よ
る

三
位
一
体
の
ま
ち
づ
く
り

•
多
様
化
す
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
三
者

が
役
割
分
担
す
る
仕
組
み
づ
く
り

●
図
書
館
建
設
の
具
体
的

検
討

●
下
水
道
普
及
率
の
向
上

●
地
球
環
境
美
化
と
良
質

な
生
活
環
境
の
保
全

•
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
推
進
実
行
計

画
の
策
定

•
環
境
診
断
士
制
度
の
導
入

•
環
境
保
全
の
た
め
の
リ
ー
ダ

ー
養
成

●
子
育
て
支
援

•
一
時
保
育
の
拡
大

•
紫
波
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
の
策
定

平
成
十
七
年
度
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

全
国
の
市
町
村
は
地
方
交
付
税
な
ど
国
か
ら
の
一
方
的
な
削
減
に

危
機
感
を
持
ち
、
地
方
と
国
の
関
係
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
し
ま
し
た
。

十
七
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
も
市
町
村
の
存
亡
に
か
か
わ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
団
体
が
一
丸
と
な
っ
た
協
議
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
地
方

交
付
税
で
は
総
額
の
確
保
が
で
き
る
と
と
も
に
、
初
め
て
地
方
へ
の
税

源
移
譲
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
方
と
国
と
の
協
議
の
場
が
持
た
れ

た
こ
と
は
、
市
町
村
の
運
動
の
労
が
報
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層
厳
し
い
現
状
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
町
で
は
、
昨
年
十
二
月
に
発
表
し
た
「
持
続
的
に
自
立
で

き
る
紫
波
町
行
財
政
計
画
」
に
則
り
、
限
ら
れ
た
行
政
経
営
資
源
で

あ
る
「
人
・
物
・
金
・
情
報
」
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
を
最
大
の

課
題
と
し
て
、「
町
民
・
企
業
・
行
政
」に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
に
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

紫
波
町
が
誕
生
し
、
今
年
度
で
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

半
世
紀
の
時
が
流
れ
、
こ
の
間
、
諸
先
輩
を
は
じ
め
、
良
き
指
導
者

が
こ
の
町
を
支
え
、
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
検
証
し
、
二
一
〇
〇
年

に
向
け
て
盤
石
な
礎
を
築
く
と
と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
の
記
念
事

業
と
し
て
循
環
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。「
環
境
・
食
・

持続的に自立できる
行財政計画の実現1

みんながゆとりを持てる
快適な地域社会の形成2

平
成
17
年
度
ス
タ
ー
ト

町
民
・
企
業
・
行
政

協
働
で
、手
を
携
え
て

我
が
ま
ち
づ
く
り

藤
原
町
長
の
所
信
表
明
か
ら
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●
健
康
づ
く
り
の
推
進

•
元
気
は
つ
ら
つ
メ
ン
バ
ー
ズ
養
成
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
継
続

•
肝
炎
対
策
の
強
化

●
高
齢
者
ケ
ア

•
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
高
齢
者
ケ
ア

•
在
宅
シ
フ
ト
計
画
に
基
づ
い
た
介

護
給
付
費
の
適
正
化

●
安
全
安
心
の
食

•
学
校
給
食
食
材
の
地
産
地
消

•
食
育
の
大
切
さ
の
啓
発
普
及

●
安
定
的
に
供
給
で
き
る
水
道

●
子
育
て
相
談

•
児
童
虐
待
防
止
、
問
題
解
決
を
図

る
窓
口
の
設
置

健
康
」
を
三
本
柱
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
町
民
の
自

由
参
加
に
よ
り
、
地
域
と
行
政
の
将
来
像
で
あ
る
「
共
生
・
協
働
・

地
元
学
・
交
流
」
に
向
か
っ
て
、
な
お
一
層
、
発
展
で
き
る
町
を
目

指
す
こ
と
を
皆
さ
ん
と
確
認
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
六
月
の
環
境
新
世
紀
イ
ベ
ン
ト
で
、
当
町
は
新
世
紀

未
来
宣
言
を
行
い
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
出
発
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
地
球
温
暖
化
防
止
国
際
会
議
・
京
都
議
定
書
が
発

効
に
な
り
、
温
暖
化
ガ
ス
削
減
を
目
標
と
し
て
当
町
の
地
域
省
エ
ネ

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
森
林
保
育
保
全
も

含
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
に
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
九
月
の
虹
の
保
育
園
の
火
災
は
、
痛
恨
の
大
き
な
事
件
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
地
区
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
後
始

末
も
迅
速
に
終
了
し
、
再
建
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
は
、
紀
宮
清
子
内
親
王
殿
下
の
ご
成
婚
が
内
定
し
、
慶
事

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
民
各
位
と
共
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
明
る
い
話
題
で
喜
び
合
え
る
こ
と
を
活
力
と
し
て
、
施
策
が

順
調
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健康で個性豊かに
喜び合えるまちづくり3

●
災
害
対
策

•
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

•
大
規
模
災
害
訓
練
の
実
施

•
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
へ
の
通
信

網
整
備（
本
部
機
能
の
代
替
）

•
地
域
自
主
防
災
組
織
の
普
及

•
遠
隔
自
治
体
と
の
大
規
模
災
害

時
の
相
互
応
援
協
定

●
防
犯

•
学
校
、家
庭
、警
察
の
連
携
強
化

•
紫
波
中
央
駅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置

●
交
通
安
全
対
策

•
交
通
安
全
教
室
、
高
齢
者
交
通

安
全
出
前
講
座
、
飲
酒
運
転
撲

滅
な
ど
啓
発
強
化

安全に配慮したまちづくり4

●
行
財
政
改
革
推
進
事
業

•
行
政
経
営
の
効
率
化
、
庁
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
経
営

品
質
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
継
続
実

施
●
地
域
情
報
化
推
進
事
業

•
Ｉ
Ｔ
基
本
戦
略
後
期
計
画
の

策
定

•
住
民
参
加
型
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
運
用
に
よ
る
情
報
公
開
と

地
域
活
性
化

●
町
民
満
足
度
の
向
上

•
町
民
満
足
度
調
査
の
定
期
的

地域主導による
自立できるまちづくり5

実
施
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く

評
価
、
改
善

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

•
国
土
交
通
省「
み
ち
再
生
事
業
」

に
よ
る
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン

構
想
支
援

•
Ｔ
Ｍ
Ｏ
へ
の
出
資
支
援

●
日
詰
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業

●
地
域
協
働
職
員
制
度

•
自
治
公
民
館
単
位
へ
の
職
員
配

置
に
よ
る
町
民
と
の
綿
密
な

関
係
の
確
立

●
豊
か
な
く
ら
し
を
目
指
し
た
特
産

品
開
発

•
乾
そ
ば「
胡
堂
の
そ
ば
」を
新
た
に
開
発

●
新
山
村
振
興
事
業

•
自
園
自
醸
ワ
イ
ン
醸
造
施
設
の
建
築

●
水
田
農
業
構
造
改
革
事
業

•
農
業
者
自
ら
策
定
す
る
「
集
落
水
田
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
」の
支
援

•
意
欲
あ
る
農
業
担
い
手
の
育
成
や
地
域

農
業
確
立
の
た
め
の
施
設
整
備
支
援

●
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

•
有
機
資
源
一
〇
〇
％
利
活
用
を
掲
げ
た
バ

イ
オ
マ
ス
構
想
書
の
作
成

活力ある豊かなくらしが
できるまちづくり6

●
地
元
学
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大

•
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
と
し
た
町
を

知
る
ツ
ア
ー
の
企
画

•
四
季
彩
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施

•
物
産
に
よ
る
交
流
と
Ｐ
Ｒ

•
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

●
国
際
交
流

•
産
業
、教
育
、文
化
に
お
け
る
海
外
交

流
の
推
進

•
小
学
校
で
の
英
語
授
業
導
入
に
よ
る

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

●
町
制
五
十
周
年
記
念
事
業

•
環
境
循
環
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
巽
聖
歌
生

誕
百
年
を
メ
イ
ン
と
し
た
町
民
参
加

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

外の風が行き交う
まちづくり7
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課　

名

室　

名

室　

長
（　

は
直
通
番
号
）

異
動
者

業
務
内
容
（
主
要
業
務
抜
粋
）

法
務
、文
書
管
理
、政
策
評
価
、情
報
公
開
、国
際
交
流
、入
札
、統
計
調
査
、エ
コ
オ
フ
ィ
ス

総
務
文
書
室
室
長 

藤
原
博
視　
　

6
7
2-

6
8
6
8

職
員
管
財
室
室
長 

小
田
中
健　
　

6
7
2-

6
8
6
7

消
防
安
全
室
室
長 

佐
々
木
銀
一　

6
7
2-

6
8
6
9

総　

務　

課

課　

長　

作　

山　

修

防
災
対
策
主
幹小田

中
悦
郎

人
事
管
理
、秘
書
、叙
位
叙
勲
、庁
舎
管
理
、財
産
管
理
、境
界
変
更

消
防
、交
通
安
全
、防
災
・
防
犯
、自
衛
隊

協
働
支
援
室
室
長 

藤
尾
智
子　

高
橋
堅
／
熊
谷
浩
次

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
N
P
O
等
支
援
、地
域
協
働
職
員
、地
域
通
貨

住
民
登
録
、
戸
籍
、
外
国
人
登
録
、
火
葬
場
利
用
受
付
、
印
鑑
登
録

町
民
窓
口
室
室
長 

高
橋
幸
雄　
　

6
7
2-

6
8
6
2

国
保
年
金
室
室
長 

堀
内
由
美
子　

6
7
2-

6
8
6
3

町　

民　

課

課　

長　

中
村　

利
隆

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
国
民
年
金
、
基
礎
年
金
、
医
療
費
給
付

橋
本
豊
／
佐
藤
裕
子

総
合
計
画
策
定
、
財
政
調
整
、
広
域
行
政
事
務
、
地
域
交
通

政
策
調
整
室
室
長 
佐
藤
勇
悦　
　

6
7
2-

6
8
7
1

情
報
政
策
室
室
長 

佐
藤
美
津
彦　

　
　

商
工
観
光
室
室
長 

小
田
中
修
二　

6
7
2-

6
8
7
2

政
策
経
営
課

課　

長　

八
重
嶋
雄
光

産
業
支
援
主
幹菅原　

善
憲

Ｉ
Ｔ
推
進
、
行
政
改
革
、
行
政
経
営
品
質
向
上
、
広
聴
・
広
報
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

商
工
振
興
、
労
政
、
雇
用
対
策
、
観
光
開
発
、
地
域
交
流
、
特
産
品
開
発

　

町
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
等
賦
課

住
民
税
室
室
長 

　

6
7
2-

6
8
6
1

資
産
税
室
室
長 

　

　

出

納

室
室
長 

　

6
7
2-

6
8
6
0

税
務
出
納
課

課　

長　

高
橋　

恒
行

固
定
資
産
税
、
特
別
土
地
保
有
税

徴
収
、
滞
納
処
分
、
納
税
貯
蓄
組
合
、
公
金
の
出
納
管
理
、
支
払
い
審
査
、
資
産
運
用

櫻
井
芳
彦
／
川
村
純
子

熊
谷
拓
也
（
新
採
用
）

循
環
政
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
、
環
境
保
護
、
資
源
循
環
活
動
支
援

循
環
政
策
室
室
長 

中
田
久
敏　

　

生
活
環
境
室
室
長 

森
川
一
成　

　

環　

境　

課

課　

長　

多
田　

祥
一

ご
み
・
公
害
対
策
、
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
、
犬
の
登
録
、
防
疫

　

一
般
福
祉
、
障
害
福
祉
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

福
祉
推
進
室
室
長 

鱒
沢
久
年　
　

6
7
2-

6
8
6
4

子
育
て
支
援
室

室
長 

藤
尾
絹
子　

　
保
育
所
・
児
童
館

福　

祉　

課

課　

長　

齊
藤　

順
一

主
幹
（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

　
　
　
　

佐
藤　

敬
悦

児
童
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策

高
田
美
保
／
赤
川
徹

佐
藤
久
美

※
保
育
所
・
児
童
館
の

異
動
に
つ
い
て
は
下
段

参
照

各
種
健
診
、
母
子
保
健
、
老
人
保
健
、
健
康
相
談
、
感
染
症
予
防

健
康
推
進
室
室
長 

高
橋
ま
つ
子　
 

介
護
保
険
室
室
長 

伊
藤
美
佐
子　
  

長
寿
社
会
室
室
長 

野
邊
地
真
子　
 

長
寿
健
康
課

課　

長　

戸
塚　

盛
悦

健
康
推
進
主
幹

　
　
　
　

似
内　
　

進

介
護
保
険
全
般
、
居
宅
介
護
支
援

老
人
福
祉
施
設
、
在
宅
高
齢
者
自
立
・
生
活
支
援
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
き
き
ょ
う
荘

中
田
秀
男
／
藤
原
慎
也

平
成
十
七
年
度

町
の
組
織
新
体
制
一
昨
年
度
か
ら
経
営
型
行
政
組
織
へ
転
換
し

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第三庁舎保健センター

＜中央保育所＞ 清水千里／畠山千香子
＜古館保育所＞ 橋本智恵子／小田島恵／

星淑子／佐々木絵里子
＜佐比内保育所＞ 所長・村上いく子／松田美保子
＜水分児童館＞ 館長・榊原由美／金田一晴美

＜彦部児童館＞ 鷹木千佳子
＜赤沢児童館＞ 佐々木聡美
＜長岡児童館＞ 館長・鷹木るり子

保育施設の
異動

太
字
は
新
設
部
署
ま
た
は
新
任
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農
政
企
画
、農
村
整
備

農
林
政
策
室
室
長 

工
藤
美
保
子　

6
7
2-

6
8
7
3

農
林
振
興
室
室
長 

箱
崎
茂
己　
　

6
7
2-

6
8
7
4

副
主
幹 

佐
藤
一
夫

農　

林　

課

課　
　

長　

杉
浦　

正
治

農
政
企
画
監　

藤
田　
　

覚

農
林
課
付　

作
山　

紀
元

農
業
生
産
、畜
産
林
業
、食
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム

高
橋
優
里
愛

え
こ
３
セ
ン
タ
ー
（
有
機
資
源
循
環
、森
林
資
源
循
環
）

資
源
循
環
推
進
監

　
　

小
田
島
栄
太
郎

高
橋
昭
博

用
地
取
得
、区
画
整
理
事
業
、都
市
計
画
事
業
、土
地
開
発
、砂
防
、治
水

施
設
整
備
室
室
長 

中
里
和
雄　
　

6
7
2-

6
8
7
6

施
設
管
理
室
室
長 

作
山
良
雄　
　

6
7
2-

6
8
7
7

地
域
整
備
課

課　

長　

中
村　

重
雄

道
路
・
河
川
の
維
持
管
理
、国
土
調
査
、公
園
、駐
車
場
、駐
輪
場
、町
営
住
宅

小
田
中
栄
一

日
詰
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

副
主
幹 

須
川
昭
夫

都
市
計
画
監

　
　
　
　

細
川　

敏
幸

下
水
道
基
本
計
画
、農
業
集
落
排
水
、終
末
処
理
場
、水
質
検
査

業
務
管
理
室
室
長 
工
藤　

巧　
　

6
7
2-

6
8
7
8

整
備
促
進
室
室
長 

堀
内
憲
一

下
水
道
課

課　

長　

藤
原　

秀
夫

下
水
道
施
設
整
備
・
維
持
管
理
、合
併
処
理
浄
化
槽
、用
地
補
償

高
橋
真
二
／
高
橋
孝
弘

学
校
の
設
置
、学
級
編
制
、教
科
書
、児
童
・
生
徒
相
談
、叙
位
叙
勲

学　

務　

室
室
長 

多
田　

薫

給
食
セ
ン
タ
ー

小
・
中
学
校

総
務
学
事
課

課　

長　

橋
本　

幸
一

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

作
山　

文
昭

学
校
給
食

学
校
用
務
員

中
島
芳
久

※
学
校
用
務
員
は

　

下
段
参
照

中央公民館内 第二庁舎

社
会
教
育
、社
会
体
育
、総
合
運
動
公
園
、野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波

学
習
推
進
室
室
長 

花
篭
博
文

中
央
公
民
館

生
涯
学
習
課

課　

長　

熊
谷　

義
昭

あ
ら
え
び
す
記
念
館
事
務
局
長

坂
本　

安
法

小
野
昭
夫

議
案
・
請
願
書
の
取
り
扱
い
、会
議
録
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　

6
7
2-

6
8
6
6

議
会
事
務
局

事
務
局
長　

大
野　

久

選
挙
の
執
行
・
啓
発
、検
察
審
査
会

　
　
　
　
　
　
　
　

6
7
2-

6
8
7
0

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

農
地
権
利
移
動
・
転
用
、農
作
業
標
準
賃
金
、農
業
者
年
金
、市
民
農
園

事
務
局
次
長 

阿
部
栄
一　

6
7
2-

6
8
7
5

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長　

細
川　

久

定
期
監
査
、出
納
検
査
、決
算
審
査

監
査
委
員
書
記 

牧
野
良
山

監
査
委
員
事
務
局

水
道
事
業
経
営
、水
道
料
金

営
業
サ
ー
ビ
ス
室

室
長 

高
橋　

正　
　

6
7
2-

6
8
7
9

給
水
サ
ー
ビ
ス
室

室
長 

巻
藤
好
司

水
道
事
業
所

所　

長　

高
橋　

光
英

水
道
施
設
の
計
画
・
施
行
・
維
持
管
理
、水
質
検
査
、給
配
水

長い間ご苦労様でした
佐々木忠さん（議会事務局）
関　泰子さん（古館保育所）
大沢　豊さん（給食センター）

3月で退職した
皆さん

※カッコ内は最終所属課

＜片 寄 小＞ 村上祐功
＜長 岡 小＞ 瀬川岩男
＜紫波三中＞ 柳澤　優

学校用務員の異動

第二庁舎

山下研悦さん（地域整備課）
佐藤好雄さん（長寿健康課）
水沢晶子さん（佐比内保育所）
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葬祭費の額改正
国保財政は保険給付（医療費など）も増加しており、

このままでは国保税の医療給付費分についても改正しな
ければならない時期が到来すると予想されます。
しかし、その前に他の市町村の国保と比較して多い経
費がある場合、その見直しが最優先と判断し、今回は葬
祭費の額を改正しました。
平成17年４月１日以降に亡くなられた人の葬祭費に
ついては、改正額で支給します。

就職・進学などに伴う
国保の手続きについて

修学のために町外転出する学生は、遠隔地用の被保険
者証の交付を受けられます。手続きには、世帯の被保険
者証と在学証明書が必要です。
また、就職などにより他の健康保険の資格を取得した
場合は、国民健康保険をやめる手続きを忘れずにしまし
ょう。

くらしと健康を守る
国民健康保険が変わります

国民健康保険（国保）とは、病気やけがで病院にかかるとき
医療費の心配をしないで、安心して治療が受けられるように加
入者でお金（国保税）を出し合い、みんなで助け合う相互扶助
を目的とした制度です。

国保税（介護分）の算定は、４区分から構成さ
れており、今回は資産割の引き上げを見送ってい
ます。
国保加入者の40歳から64歳までの加入者の
み対象となり、その世帯の世帯主が納税義務者
となります。この改正により、国保介護分として
1,800万円の赤字のうち1,280万円が補てんでき
る見込みです。

葬祭費　50,000円→30,000円

税率区分 平成16年度 平成17年度

所得割 0.8％ 1.13％

資産割 5.0％ 据え置き

均等割
（1人あたり）

5,200円 6,000円

平等割
（1世帯あたり）

4,100円 4,800円

※介護分の課税限度額は、年間８万円です。

介　

護　

分

【問合せ】　役場 1672-2111
◉資格について
町民課国保年金室（内線1431～35）
◉税額について
税務出納課住民税室（内線1221～23）

国保税は医療分と介護分に区分され、今回は介護分につ
いて税率改正するものです。国保財政の介護分は国保加入
者の増加と高齢化などにより、介護保険制度発足３年目から
赤字となり、これまで医療分の国保税で補てんしてきました
が、医療の高度化などにより医療費が増えてきておりそれ
も困難となりました。そのため本年度の国保＜介護分＞税
率を改正しましたので、その内容をお知らせします。

国保《介護分》の税率改正
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体 協 

だより 
平成17年4月 

●発　行● 
財団法人　紫波町体育協会 

1676-2650

（
財
）紫
波
町
体
育
協
会
は
、
町
民
皆
様
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
、
今
年
度
「
創
立
五
十
周
年
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
今
か
ら
五
十
年
前
に
昭
和
三
十
年
四
月
、
一
町

八
ヵ
村
が
合
併
し
三
万
余
人
の
大
き
な
期
待
と
限
り
な
い
夢
を
の
せ
、

新
生
紫
波
町
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
郡
内
十
町
村
に
置
か
れ
て
い
た
各
体
育
会
は
、
紫
波

郡
体
育
協
会
（
同
協
会
は
昭
和
五
十
年
発
展
的
に
解
消
を
し
ま
し

た
）
に
加
盟
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
し
た
一
町
八
ヵ
村
の
各
体
育
会

か
ら
「
合
併
に
あ
わ
せ
て
新
し
い
体
育
会
結
成
を
」
と
の
声
が
高
ま

り
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
、
紫
波
町
体
育
会
（
現
在
の
体
育
協
会
）

が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
初
代
会
長
と
し
て
、
当
時

岩
手
県
議
会
議
員
で
あ
ら
れ
た
福
田
嘉
一
郎
氏
が
選
出
さ
れ
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
紫
波
町
体
育
協
会

と
改
称
し
、
同
五
十
八
年
に
は
財
団
法
人
化
が
認
可
と
な
り
、
更

な
る
発
展
を
目
指
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
間
、
町
当
局
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
方
か
ら
多
大
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
た
当
協
会
歴
代
役
員
各
位
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と

強
い
結
束
に
支
え
ら
れ
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
衷
心

よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
岩
手
県
代
表
と
し
て
、
日
本
代
表
と
し
て
多

く
の
大
会
で
健
闘
し
、
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
紫
波
町
の
名
を
轟

か
せ
、
町
民
に
喜
び
と
勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
名
選
手
の
皆
さ

ん
の
ご
活
躍
に
敬
意
と
感
謝
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

半
世
紀
に
一
度
、
五
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
記
念
す
べ
き
こ

の
年
を
迎
え
、
当
協
会
は
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
や
体
育
へ
の
関
心
を
高

め
、
二
十
一
世
紀
を
心
身
と
も
健
康
で
明
る
く
、
楽
し
く
過
ご
せ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を
企
画
い
た
し

ま
し
た
。

八
月
に
は
、
当
町
と
関
わ
り
の
深
い
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム「
釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
」を
迎
え
招
待
試
合
を
予
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、十
月
に

は「
町
民
運
動
会
」そ
し
て
十
一
月
二
十
七
日
に
は『
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
』を
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
し
い
日
程
、会
場
な

ど
は
別
掲
の
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
招
待
試
合
に
は
大
勢
の
町
民
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
町
民
運
動
会
に
は
、
老
若

男
女
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ
れ
ま
す
事
を
期
待
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

体
育
協
会
は
、
町
民
の
皆
様
の
希
望
、
ニ
ー
ズ
に
如
何
に
応
え
健

康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振
興
、
強
化
が
は
か
れ
る
か
を
、
日
々

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
上
げ
、
ま
た
積
極
的
に
町
民
の
中
に
飛
び
込
み
、

情
報
収
集
に
当
た
り
改
善
、
向
上
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
町
民

あ
っ
て
の
体
育
協
会
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
な
希
望
、
ご
意
見
で
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

遠
慮
無
く
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

以
上
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

事　業　名 日　程 時間 場　所 内　　　　　容

ラグビー招待試合 ８月６日（土） 15:30
（予定）

運動公園
陸上競技場

釜石シーウェイブスＲＦＣ・秋田ノーザンブレ
ッツＲＦＣ・日本大学の三つ巴戦を行う。

スポレクフェスタin紫波
町民大運動会 10月9日（日） 9:00～ 今までのスポレクフェスタをアレンジした町

民大運動会を予定。詳細については検討中

体育協会創立50周年記念式典・
記念誌発行 11月27日（日） 未定 総合体育館 企画検討中

体育協会50周年記念事業日程

紫紫
波
町
体
育
協
会
、
今
年
「
創
立
五
十
周
年
」

波
町
体
育
協
会
、
今
年
「
創
立
五
十
周
年
」

財
団
法
人　

紫
波
町
体
育
協
会

会
長　

佐　

藤　
　

剛

体協だより



財団法人紫波町体育協会創立50周年記念財団法人紫波町体育協会創立50周年記念

スローガン・ロゴマーク募集についてスローガン・ロゴマーク募集について

財団法人紫波町体育協会創立50周年記念財団法人紫波町体育協会創立50周年記念

スローガン・ロゴマーク募集についてスローガン・ロゴマーク募集について

財団法人紫波町体育協会創立50周年記念

スローガン・ロゴマーク募集について
財団法人紫波町体育協会は、今年度創立50周年を迎え、これを記念して記念事業を開催す

る予定です。そこで、紫波町体育協会の創立50周年を町民に広くアピールし、多くの皆さん

に関心を持っていただくために、スローガンとロゴマークを募集します。

応募規定　　いずれも未発表のものに限ります
◎スローガン

生涯健康をめざし、スポーツに親しみ、紫波町体育協会の躍進を表すもの。

30字以内を基準としたフレーズを１作品として、官製はがきによりご応募下さい。

（官製はがき１枚につき１作品とします。）

はがきの裏面にはスローガンのほか、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、

職業（学校名・学年）、作品に対するコメントを忘れずにご記入下さい。

◎ロゴマーク

　スポーツをとおし、町民に夢と希望を与えるもの。

（1）用紙により応募する場合

　　・　Ａ４版用紙を横長に使い作成してください。

　　　・　１枚１作品として、作品の裏面に住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番

号、職業（学校名・学年）、作品に対するコメントを忘れずに記入して郵送により

ご応募下さい。

（2）ＣＤまたはフロッピーディスクにより応募する場合

　・　１ＭＢ以内でＪＰＥＧ形式により作成して下さい。

　　　・　住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、職業（学校名・学年）、作品

に対するコメントをＴＥＸＴ形式により作品データとともにディスクに記録し、

ディスクのラベルには住所、氏名を忘れずに記入して郵送によりご応募下さい。

募集期間　　５月２日（月）～５月31日（火）当日消印有効

応募資格　　スローガンは小学生以上、ロゴマークは中学生以上の町民、および紫波総合
　　　　　　　 高等学校生徒、町内に勤務する人

特　　典　　最優秀作品各１点、佳作数点を選考し、採用された人には賞状と記念品を差
　　　　　　　 し上げます。

送 付 先　　〒028-3307 桜町字下川原100
　　　　　　　　　　　　　　　紫波町総合体育館内　紫波町体育協会

問 合 せ　　財団法人紫波町体育協会　電話676-2650、有線01-3151

8

体協だより
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見て学ぼう！見て学ぼう！
　国体を直前に控えた９月23日～25日に、現在
テレビなどで注目されている盛岡市立高等学校新
体操部が紫波町総合体育館にやってきます。９月
25日（日）には野呂和希監督による講演、選手
による実技、また基本的な体操指導も予定してい
ます。23日・24日は公開練習を予定しています
が、詳細については次号の体協だよりでお知らせ
します。
　　　　　　　（写真提供：盛岡市立高等学校）

月　　日 曜日 事　　業　　名

５　

月

29日 日 町剣道大会

29日 日 町柔道大会

29日 日 町銃剣道大会

29日 日 町テニストーナメント大会

６　

月

12日 日 町360才ソフトボール大会

12日 日 町ソフトテニス大会

14日 火 町地区対抗ゲートボール大会

19日 日 町360才ソフトボール大会

22日 水 町360才ソフトボール大会準決勝

23日 木 町360才ソフトボール大会決勝

月　　日 曜日 事　　業　　名

７　

月

10・
17日 日 町地区対抗野球大会

17日 日 町サイクルチャレンジ大会

24日 日 町民登山（須川高原）

８　

月

６・
７日 土・日 ラグビー招待試合、

ジュニアスクール

21日 日 町地区対抗テニス大会

21日 日 町綱引き大会

28日 日 町地区対抗ソフトボール大会

９　

月

10・
11日 土・日 町スポ少野球大会

11日 日 町地区対抗ゴルフ大会

11日 日 町バドミントン大会

25日 日 トップクラブに学べ
（盛岡市立高校男子新体操部）

～トップクラブに学べ～～トップクラブに学べ～
（盛岡市立高等学校男子新体操部）（盛岡市立高等学校男子新体操部）

平成１７年度上半期町内で開催されるスポーツ大会

サイクルチャレンジ大会 町　民　登　山 ジュニアラグビースクール 町スポ少野球大会

体協だより
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＊開催予定教室は変更となる場合があります。
＊各教室の申込開催日は開講日近くになりましたら、体育協会（総合体育館内）に問い合わせいただくか、広
報・有線放送などでお知らせします。
＊各教室とも初心者・初級者を対象として行います。
＊各教室の参加料（スポーツ傷害保険料含む）はお問い合わせください。

ナイターテニス教室 ゴルフ教室 ちびっこスポーツ教室 タグスポーツ教室

　　平成17年度スポーツ教室予定表 
前期スポーツ教室（５月～７月）　☆前期スポーツ教室は総合体育館で受付中！

教　室　名 対　象 定員  回数 実施予定日 曜日 時　間 場　所
元気ゼミナール 一般成人 30人 8 5/9～6/27 月 9:30～11:30 総合体育館ほか
ソフトテニス教室 16才以上 20人 8 5/10～6/28 火 10:00～12:00 テニスコート
水泳教室 16才以上 20人 8 5/10～6/28 火 18:30～20:30 ラ・フランス温泉館
ゴルフ教室 一般成人 20人 8 5/11～6/29 水 18:30～20:30 花巻温泉ゴルフサロン
ナイターテニス教室 16才以上 50人 8 5/11～6/29 水 19:00～21:00 テニスコート
ちびっこスポーツ教室 幼児とその親 30組 8 5/13～7/1 金 10:00～12:00 総合体育館ほか
ヨーガ教室 16才以上 30人 8 5/14～7/2 土 10:00～11:30 総合体育館
タグスポーツ教室 小学生以上 30人 8 6/4～7/23 土 9:00～10:30 運動公園
テニス教室 中学生以上 50人 8 5/8～6/26 日 10:00～12:00 テニスコート
ニュースポーツ教室 小学生以上 20人 3 7/23～8/6 土 15:00～16:30 総合体育館
レディーステニス教室 16才以上 10人 8 5/12～6/30 木 10:00～12:00 テニスコート

中期スポーツ教室（8月～11月）
教　室　名 対　象 定員  回数 実施予定日 曜日 時　間 場　所

元気ゼミナール 一般成人 30人 8 9/5～11/7 月 9:30～11:30 総合体育館
ソフトテニス教室 16才以上 20人 8 8/23～10/11 火 10:00～12:00 テニスコート
エアロビクス教室 16才以上 50人 8 9/6～10/25 火 19:00～21:00 総合体育館
ナイターテニス教室 16才以上 50人 8 8/24～10/12 水 19:00～21:00 テニスコート
水中運動教室 16才以上 20人 8 8/23～10/11 火 19:30～20:30 ラ・フランス温泉館
ちびっこサッカー教室 小学４年生以下 40人 8 10/1～11/19 土 14:00～16:00 サン・ビレッジ紫波

後期スポーツ教室（11月～1月）
教　室　名 対　象 定員  回数 実施予定日 曜日 時　間 場　所

ちびっこスポーツ教室 ２才～４才 30組 8 11/11～1/13 金 10:00～11:30 総合体育館
なぎなた教室 小学生以上 20人 8 11/5～12/24 土 16:00～18:00 総合体育館
ヨーガ教室 16才以上 30人 8 11/19～1/14 土 10:00～11:30 総合体育館
トレーニング教室 16才以上 15人 2 12/7・14 水 18:30～19:30 総合体育館
水中運動教室 16才以上 20人 8 11/1～12/20 火 19:00～20:30 ラ・フランス温泉館

冬期スポーツ教室（1月～2月）
教　室　名 対　象 定員  回数 実施予定日 曜日 時　間 場　所

スケート教室 小学生以上 45人 3 1/4・5・6 水～金 8:30～11:30 石鳥谷アイスアリーナ
スキー教室 小学３年生以上 40人 4 1/7・8、

14・15 土・日 8:00～16:30 網張スキー場
スノーボード教室 中学生以上 20人 4
ビギナーズスキー教室 16才以上 30人 6 1/26～2/12 木・日 9:00～16:30 網張スキー場ほか
トレーニング教室 高校生以上 15人 2 2/8・15 水 18:00～19:00 総合体育館
ニュースポーツ教室 小学生以上 20人 3 1/7～1/21 土 15:00～16:30 総合体育館

体協だより
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中学３年生のスポーツ教室
高校進学後、スポーツ活動に情熱を注ぎたい
と考えている中学３年生を対象に実施。様々
なスポーツのトップ指導者を講師として招い
て、実技だけではなくコンディショニング・
トレーニング理論など内容の濃い教室です。
11月から１月まで週１回、10回程度開講。
17年度の開講日については未定です。

紫波総合高校自転車競技部
吉野鉄平先生（写真、左）

盛岡工業高校ウェイトリフティ
ング部　盛田浩史先生（写真、
中央）

◎施設紹介
○幼児高齢者
　体育室
（総合体育館内）
遊具がたくさんあるの
で、親子で楽しく身体
を動かせます。お母さ
ん同士の情報交換の場
にもなっています。

○トレーニング室
（総合体育館内）
エアロバイク、ランニング
マシンなど各種トレーニン
グ機器があります。スポー
ツ選手だけでなく運動不足
解消に利用する人も多いで
す。

◎多目的スポーツ施設　サン・ビレッジ紫波
人工芝のアリーナはテニスコート２面、ゲートボールコート４
面、フットサル２面が取れます。冬期間は非常に利用率が高く、
近隣市町村からも利用者が訪れスポーツを楽しんでいます。フッ
トサル、タグラグビーなどの県大会も行われています。

○卓球室兼会議室
（サン・ビレッジ紫波内）
卓球コート（４面）、会議、エアロ
ビクスなどができます。

トレーニングクイズ
Ｑ１　ウェイトトレーニングの目的は大きく分けて３つあります。最大筋力を高める・パワーを高める。もう１つは？
　１　持久力を高めること。

　２　筋肉を太くすること。

　３　柔軟性を付けること。

Ｑ２　筋力トレーニングを行うと筋肉が太くなってきますが、それは筋肉のどの部分が
　　　　太くなるのでしょうか？

　１　筋肉の一本一本が太くなる。

　２　激しいトレーニングにより新しい筋肉が出来る。

　３　疲れないように筋肉の繊維に酸素が入るから。

答え　Ｑ１、１　Ｑ２、1  

体協だより
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農作業料金の標準額表

平成17年度農作業標準料金を設定しました

  「頼む人」も「頼まれる人」も
お互いにこの標準額を守り、
農業経営の安定に努めましょう。

機械の部の標準額には消費税は含まれておりません。
この表以外の作業料金については、当事者間で決めてください。

問合せ　農業委員会　TEL672-6875　有線01-8832まで

適用期間　平成17年４月１日から平成18年３月31日

マニアスプレッタ 10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

1　　箱

1　　箱

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

30 kg

30 kg

30 kg

1 時 間

10ａ当たり

10ａ当たり

1m当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

10ａ当たり

1　　個

1　　個

1　　個

1 時 間

1 時 間

1 時 間

1 時 間

1 時 間

1 時 間

1 時 間

1 時 間

ブロード
　キャスター

施
肥
作
業

耕
起
作
業

田
植
作
業

収
穫
作
業

乾
燥
・

調
整
作
業

そ
の
他
作
業

牧
草
作
業

人　

力　

の　

部

機　
　

械　
　

の　
　

部

ト
ラ
ク

タ
ー

コ
ン
バ
イ
ン

田

畑

箱　苗

田植機

バインダー

防除

ラッピング

耕　起

代掻き

耕　起

うるち

モ　チ

一　般

側条施肥

3 回

2 回

1 回

ハーベスター

ドリル播種

立毛間播種

結　束

カッター

麦

稲

補助乾燥(18％未満)

生籾(18％以上)

生　麦

機械草刈
背負動力散布

小　麦

畦畔塗り

溝切り(転作田)

刈　取

反　転

集　草

梱包
ミニベーラー

ロールベーラー

水田作業一般

畑　作　業

果　　樹

その他作業

臨時オペ
レーター

剪　定

その他

施設園芸作業

コンバイン

トラクター

薬剤散布（果樹）

4,500

700

1,000

1,300

4,500

6,000

5,000

700

710

5,600

7,000

7,500

7,500

13,500

10,000

20,000

17,000

600

850

800

2,000

1,000

1,500

60

2,500

2,000

500

600

150

2,000

1,500

750

700

1,400

700

700

1,400

1,300

1,400

900

840

840

840

1.5トン基準の積込散布のみ、運搬費は実費

植え付け可能の状態まで

１回起こし

ハウス渡しの苗（稚苗）のみの販売価格

結束紐付

結束は紐付きとし、湿田又は倒伏の場合は
20％以内での割り増しが可能

水田畦畔を基準

1回

1回

基　準区分 作　業　種　別 標準額 超過額 摘　　　　　要

単位：円

●水田作業は、基盤整備後の圃場を基準としていま
す。

●各種の機械利用において、未整備圃場や稲麦の倒
伏等技術を要する作業料金は割増できますが、金
額は当事者間の話し合いで決めてください。

●人力の部の超過額は、実働8時間を超えて働いた
ときの１時間当たりの金額、「持ち弁当」を基準とし
ますが、作業時間などは当事者間の話し合いで決
めてください。
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広
大
な
大
地
に
恵
ま
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

日
本
よ
り
も
時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
生
徒
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
打
ち
解
け
ず

に
、
し
ん
み
り
と
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ス
タ
ン
ソ
ー
プ
で
の

日
々
が
生
徒
の
人

生
を
左
右
し
そ
う

な
大
事
な
ひ
と
と

き
に
な
る
こ
と
を

私
は
確
信
し
て
い

ま
し
た
。

ス
タ
ン
ソ
ー
プ

の
高
校
で
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
の

生
徒
た
ち
が
校
門

で
温
か
く
出
迎
え
、
不
安
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
驚
い
た
の
は
市
の
職
員
も
そ
こ
に
待
機
し
、

激
励
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

歓
迎
式
の
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
地
の
言
葉
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く

ユ
ー
カ
リ
の
森
林
を
抜
け

一路
ス
タンソ
ー
プへ

紫
波
二
中
の
藤
沢
校
長
を
団
長
に
、
十
六
年
度
二
回
目
の
国
際
交
流
派
遣
団
一
行
十
人

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ス
タ
ン
ソ
ー
プ
を
訪
ね
ま
し
た
。
現
地
で
の
様
子
を
引
率
の
中
川

恵
先
生（
紫
波
一
中
）に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。
言
葉
が
通
じ
る
か
だ
け
で
な
く
、

生
き
る
力
が
試
さ

れ
る
わ
け
で
す
が
、

生
徒
た
ち
は
実
に

元
気
に
、
お
お
ら

か
に
乗
り
切
り
ま

し
た
。
み
ん
な
立

派
で
誇
ら
し
く
思

い
ま
し
た
。
現
地

の
子
と
も
打
ち
解

け
、
片
言
の
英
語

と
日
本
語
で
交
わ
り
、
ふ
ざ
け
合
い
、
ほ
ほ
笑
ま
し

い
場
面
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
の
子
た
ち

も
日
本
語
に
随
分
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
、
遊
び
な
ど
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
場
面
を
通
し
て

こ
そ
言
葉
の
習
得
も
楽
し
く
で
き
る
こ
と
を
目
の

当
り
に
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
伝
統
品
で
あ
る
ブ
ー
メ
ラ
ン
作

り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
血
を
ひ
く
生
徒
た
ち
の
伝
統

楽
器
演
奏
、
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
た

英
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

感
動
を
誘
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ュ
ー
デ
ン

ト
た
ち
の
バ
ン
ド
演
奏
も
よ
く
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
「
大
き
な
古
時
計
」
を
日
本
語
と

英
語
で
歌
い
ま
し
た
。

現
地
で
過
ご
す
う
ち
に
、
生
徒
た
ち
も
自
主
的

に
行
動
し
、
周
囲
の
役
に
立
と
う
と
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
、
ど
こ
で
生
活
し
て
も
こ
の

体
験
を
忘
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
人
間
同
士
が
認
め

合
い
共
存
す
る
こ
と

は
、
難
し
く
て
も
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と

か
…
広
く
考
え
を
め

ぐ
ら
せ
て
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
ほ
し
い

と
期
待
し
ま
す
。
こ

の
体
験
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

スタンソープ 

ブリスベン 

シドニー 

オーストラリア 

町の小学生がデジタルカメラ環境探検隊で撮影した町の写
真と、町長、紫波みらい研究所理事長連名によるメッセージ
が、派遣団に託され、スタンソープ市へ贈呈されました。
しわネットでは、その写真を毎月表紙で紹介していきます。

●今月のタイトル「森の中の花火」

紫波一中
佐藤　弘滋　　八木浩太郎
佐山　寿里　　山下和花子

紫波二中
高橋　一樹
阿部　瀬良

紫波三中
鷹觜　　啓
高橋さやか

● ● ● ● ●●● 探 検 隊 
○ ○ ○ ○ デ 

○○○ 
ジ 
カ メ 

探 検 隊 

派遣生徒 2月20日
～

3月1日
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ダイちゃんとふれあう
星山の子どもたち 2/27

腹
話
術
人
形
ダ
イ
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
、

児
童
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
藤
野
静
枝
さ
ん
（
大
東
町
在
住
）

が
星
山
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

星
山
地
区
教
育
振
興
運
動
実
践
協
議
会
が

児
童
の
健
全
育
成
と
、
地
域
の
人
た
ち
の

交
流
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。
会

場
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
い
わ
て
中
央
東
部
支
所

に
は
、
星
山
小
学
校
の
児
童
は
じ
め
地
域

の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
、
藤
野
さ
ん
と
ダ

イ
ち
ゃ
ん
の
楽
し
い
ト
ー
ク
に
笑
顔
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
藤
野
さ
ん
は
中
国
、

ス
ペ
イ
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
海
外
に
も

出
か
け
、
現
地
の
孤
児
院
や
小
児
病
棟
を

慰
問
し
、
腹
話
術
を
使
っ
て
人
形
を
通
し

て
語
り
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
の
間

に
世
界
三
万
人
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し

て
い
ま
す
。
星
山
の
子
ど
も
た
ち
は
、
藤

野
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て「
時
間
を
忘
れ
る

ほ
ど
楽
し
か
っ
た
」「
努
力
す
る
と
い
ろ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
」
な
ど
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

林業の振興に寄与
林野庁長官より感謝状 2/14

森
林
組
合
の
幹
部
と
し
て
長
年
地

域
林
業
の
振
興
に
寄
与
し
た
吉
田
喜

美
男
さ
ん
（
南
伝
法
寺
）
が
、
林
野

庁
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ

ん
は
大
正
十
一
年
生
ま
れ
の
八
十
二

歳
。
昭
和
十
八
年
、
現
役
兵
と
し
て

満
州
で
入
隊
し
戦
闘
も
経
験
し
ま
し

た
。
復
員
後
農
林
業
を
営
み
、
多
く

の
農
林
業
に
関

わ
る
役
職
を
歴

任
す
る
と
同
時

に
消
防
団
や
交

通
指
導
員
と
し

て
地
域
の
た
め

に
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

図書ボランティアを募集します

町では、子どもが安全・安心に活動できる居場所を設け、
さまざまな体験活動や地域住民との交流活動を実施する
地域子ども教室を開催しています。具体的には毎週土曜
日に古館小学校、赤石小学校、紫波第一中学校の図書室
を開放し、本や地域の人とふれあう機会として子どもの
活動拠点の一つとします。
地域子ども教室のボランティアや、図書貸出などのお
手伝いとして協力できる人を広く募集しています。
◉募集条件
地域ボランティアや図書ボランティア、子ども支援に
興味のある人ならどなたでも。
◉活動場所・時間
●古館小学校・赤石小学校・紫波第一中学校の図書室
●毎週土曜日　午後１時～４時　（月１回でも可）
◉申込み・問合せ
４月末までに生涯学習課（1672-3362／
FAX672-1553）へご連絡ください。

浄化槽市町村整備事業（町管理型浄化槽）
を実施～平成18年４月から～

町が申請者の自宅に浄化槽を設置する事業を平成18
年度から新たに実施します。対象となる地区は公共下水
道、農業集落排水事業計画区域を除く町内全てです。新築、
増改築の計画がある人はぜひご検討ください。
この制度は、設置希望者から分担金をいただき町が浄
化槽を設置するものです。現在の浄化槽補助金制度に比
べ約50～70万円の負担が軽減されると想定しています。
設置後は使用料をお支払いいただいて管理は町が行いま
す。分担金、使用料の額は６月に条例化し、説明会を８月
ごろまでに開催する予定です。
※浄化槽とは？　普通乗用車程度のスペースに埋めて
家庭から出る雑排水、し尿を浄化する強化プラスチック
製の処理槽で、下水処理場と同等の浄化能力があります。
工期は１～２週間なので早期水洗化が可能です。
◉問合せ　下水道課業務管理室　1672-2111（内線
5321、5322）、有線01-3061
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循環型まちづくり委員会委員を募集！

循環型まちづくりの計画を町とともに考える、循環型
まちづくり委員会委員を募集します。
町が進める循環型まちづくりとは、「環境を中心に考
えて生活のしかたを見直し、生命と物を大切にしながら、
健康で幸福なまちづくりを行うこと」です。町民や事業者、
町はいっしょになって、生活のしかたを考え直し、自然を
大切にし、いっそう豊かで思いやりにあふれるまちをつ
くり、次の世代へ引き継いでいかなければなりません。
今回募集する委員は、資源循環型のまちづくりについ

て調査、研究するとともに、町が進める循環型まちづく
りの具体的な計画づくりに参加し提言する役割を担って
います。「循環型のまちづくり」を考えてみたいとお考え
の皆さん、ふるって委員にご応募ください。
□活動内容　①年３回の全員会議・視察調査／②ワーク
ショップ
□応募資格　町に住所を有する満18歳以上の人
□任　　期　任命の日から平成19年３月31日まで
□募集人員　10人（選考結果は5月下旬に通知）
□応募方法　次の項目を記入し、官製はがきやファクシミ
リ、電子メールで5月13日までに応募してください。
【記入事項】①郵便番号／②住所／③氏名（ふりがな）／
④性別／⑤生年月日／⑥電話番号／⑦電子メールアドレ
ス（持っている場合）／⑧職業（勤務先、学校名）／⑨応募
の理由、抱負
【あて先】〒028-3390 紫波町　環境課（郵便番号とあて
先のみで届きます）
ファクシミリの場合　FAX671-1654
電子メールの場合　kankyo@town.shiwa.iwate.jp
◉問合せ　環境課循環政策室　1672-2111

保育所に入所していなくても、時間単位で保育所を利
用できるのが一時保育です。４月からは新たに中央保育
所でも受入れをします。
《どんな時に利用できるの？》
保育所に入所していない満１歳以上の就学前の児童が、

次のような場合に利用できます。利用日数は週３日を限
度とします。
●保護者の傷病、災害、事故、出産、看護、介護、冠婚葬祭、
社会文化活動などにより、緊急また一時的に家庭におけ
る保育が困難となる児童
●保護者のパート労働や就職活動などにより、断続的に家
庭における保育が困難となる児童
《どこで実施するの？》
中央保育所、古館保育所、虹の保育園で午前８時から
午後６時まで預かります。
《経費はどれくらい？》
●１時間当たり 300円　●おやつ代 100円　●昼食 150
円（お昼にかかる場合・ご飯は持参願います）
支払いは利用したつどお願いします。
◉申込・問合せ
福祉課子育て支援室へ申込書を提出　1672-2111内線
1532　有線01-8921
申込書は保育所（園）にもあります。

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/ お問い合わせ先／紫波町（代表）672-2111

銃や刀の登録審査を忘れずに

県教育委員会では、銃砲刀剣類の登録審査会を行いま
す。未登録の銃や刀剣は最寄の警察署で発見届出を済ま
せ、登録審査を受けましょう。
□日時　４月20日（水）、６月20日（月）、８月22日（月）、10
月20日（木）、12月20日（火）、２月20日（月）これ以外の日
は登録できません。
午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）
□会場　県庁10階会議室
□持参するもの　登録しようとする銃砲刀剣類、県収入証
紙（１点につき6,300円　県庁でも販売）警察署発行の刀
剣類発見届出済証
□問合せ　県教育委員会生涯学習文化課　1629-6182

一時保育　中央保育所でもスタート
あなたの子育てを応援します

精神保健相談

心の病に悩んでいる人や家族の相談をうけます。電話
予約の上お越しください。
◉日時　４月21日（木）午後1時～2時30分
◉場所　役場福祉課相談室
◉相談医師　平和台病院院長　伴　享　先生
◉申込・問合せ　福祉推進室　1672-2111 内線1522
年間相談日は次回お知らせします。

巽聖歌碑前祭

今年生誕百年を迎える名誉町民巽聖歌を偲びましょう。
□日時　４月24日（日）午前9時30分～
□場所　総合運動公園「水口」碑前
□内容　短歌朗詠・詩の朗読、竹の子舞ほか。11時15分
から体育館会議室で小川達雄氏講演会「巽先生の若い心」
□問合せ　日詰公民館　1671-1642



城
山
公
園
の
桜

昭
和
三
十
一
年
四
月

城
山
公
園
の
桜
に
テ
ン
グ
ス
病
が
蔓
延
し
、

開
花
が
思
わ
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
、

古
館
青
年
会
で
は
、テ
ン
グ
ス
病
枝
の
切
除
、

焼
き
捨
て
、
薬
剤
塗
布
を
行
い
ま
し
た
。
町

の
自
然
、
観
光
地
は
こ
う
し
て
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

シリーズ

『あの日』の思い出に会いに

アルバムにはられた
あの日の紫波町

スローな昔の生活をのぞき、
心をいやしてください。

今年の城山桜まつりは
４月16日（土）～５月５日（祝）
2,000本の桜が、城山公園一帯を
桜色に染め、皆さんのお越しをお
待ちしています。
昨年は４月末の大雪で、満開の枝
が折れる被害もありましたが、今
しっかり花芽を膨らませています。

赤沢地区には、数多くの源義経にまつわる伝

説があります。義経は一の谷の合戦で平家軍

に奇襲をかけた戦術「鵯越の逆落とし」を、こ

の鐙越で練習したと伝えられています。鹿が

急斜面を駆け下りる姿

からこの作戦を思いつ

いたとも言われています

が、もしそれがこの場所

なら、鹿ではなくカモシ

カだったのではなどど想

像しながら、義経伝説を

巡ってみるのも楽しいの

ではないでしょうか。

義経伝説バスツアー
義経をもっと知りたい人はぜひ参加してく
ださい。さまざまな逸話を聞きながらの史
跡探訪です。
日　時  ４月29日（祝）紫波中央駅午前９
時集合～午後３時20分解散予定
コース  鐙越～義経神社～山屋水芭蕉～
果里ん亭（昼食）～野村胡堂・あらえびす
記念館
参加費  2,000円（30人募集）
申込み  4/26までに商工観光室へ 1672-6872

白山神社 

矢島 

鐙越 

義経神社 

弁当場 

蓮華寺 

紫波町　義経伝説の地図 

古館 

黒森山 
▲ 

北
上
川 

日詰 

紫波中央 
産直 

あかさわ 

県道紫波川井線 

4

4 ４５６ 

３９６ 

紫波町　義経伝説の地図 

紫波の 
スポット 

知 と こ と ん り た い 

義経戦術「鵯
ひよどりごえ

越の逆
さ か お
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を生んだ「鐙

あぶみごし

越」
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古紙配合率100％の再生紙を使用しています。 


